
２年生・８年生 花いっぱい運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

５年生・家庭科～給食室のひみつ～ 

 

 

 

 

 

 

 １０日（水）の１，２時間目に前期課程２年生と後期課程８年生が合同で白樺花いっぱ

い運動を実施しました。８年生はスコップで土をおこし，２年生が雑草をとったり，肥料

をまいたりするなど，声を掛け合いながら活動を進めました。 

活動を終えた後は「お兄さん，お姉さんが土を掘ってくれたから雑草もとりやすかった

ね」と嬉しそうでした。「学校」から「地域」へと活動の範囲を広げ，期待をふくらませて

いく姿，後期課程生徒への感謝を伝える姿から子供たちの成長を感じます。 

今回の取組は，土おこしでしたが，２３日（火）には地域の方と一緒に花を植える活動

を行います。たくさんの人との関わりを通して，自分たちの生活している地域のよさをみ

つけることができるよう支えていきたいと思います。 

また、土おこしをしながら，何かの幼虫を発見し，たくさんの気づきを話していました。

大人だと，土おこしも作業に感じてしまったり，幼虫がいてもさわりたくないと思ってし

まったりするのではないでしょうか。自然との出合いを学びにかえることができる子供た

ちが素敵でした。 

 ５年生の家庭科では、調理方法について学習していましたが、「そういえば、給食ってど

んな風に作られているの？」と、栄養教諭の先生を特別講師に迎え、家庭科教員とコラボ

して授業を行い、給食の調理過程を動画で確認しながら学習しました。 

 実は、給食室の内部に入ったことがない子供たち。動画に出てくる調理道具も調理員の

お仕事も、初めて見ることばかりで、栄養教諭の先生に様々な角度から質問していました。 

 人気メニューの「タケノコ入りハヤシライス」や「わかくさポテト」の調理場面を見る

ことができ、大喜び。「うわー、おいしそう！」「あのチーズがたまらないんだよね」など

と話していましたよ。 


